
［上述の地震は M6.0 以上または最大震度４以上、陸域で M4.5 以上かつ最大震度３以上、海域で M5.0 以上かつ最大震度３以上、その他、

注目すべき活動のいずれかに該当する地震。］ 

気象庁・文部科学省 

 

九州地方 

ａ）１月７日に奄美大島近海で M4.8 の地震（最大震度４）が発生した。 

ｂ）１月 25 日に大隅半島東方沖で M5.4 の地震（最大震度４）が発生した。 

 

 

 

 

 

 

 

地形データは日本海洋データセンターの J-EGG500、米国地質調査所の GTOPO30、及び米国国立地球物理データセンターの ETOPO2v2 を使用
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 1923 年８月以降の活動を見ると、今回の地震

の震央周辺（領域ｂ）は、M6.0 以上の地震がし

ばしば発生している領域である。 

領域ａ内の地震活動経過図 

（2010 年１月１日～31 日、M≧2.0） 

領域ｂ 

今回の地震
の震央位置 

今回の地震 

１月７日 奄美大島近海の地震 

領域ａ 

領域ｂ内の地震活動経過図 

震央分布図（1923 年８月１日～2010 年１月 31 日、

深さ０～90km、M≧5.5） 

 2010 年１月７日 16 時 11 分に奄美大島

近海で M4.8 の地震（最大震度４）が発生

した。余震は１日程度でおさまっている。

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回

の地震の震央付近（領域ａ）では、M４～

５程度の地震が時々発生しているが、M5.0

以上の地震は発生していない。 

※1960 年代以前は、検知能力が高くなかったため、M６程度

以下の地震の一部は観測されていない可能性がある。 

震央分布図 

（1997年10月１日～2010年１月31日、深さ０～90km、M≧3.0）
2010年１月以降に発生した地震を濃く表示 

 

徳之島

奄美大島

沖永良部島
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 1923 年８月以降の活動を見ると、今回の地震の

震央周辺（領域ｃ）は、M6.0 以上の地震がしばし

ば発生している領域である。1996 年 10 月 18 日に

発生した M6.4 の地震（最大震度４）では、種子

島で 17cm の津波を観測している。 

領域ａ内の地震活動経過図 

（2010 年１月１日～31 日、 

M≧1.5） 

領域ｃ 

今回の地震 

今回の地震 

１月 25 日 大隅半島東方沖の地震 

領域ａ 

領域ｃ内の地震活動経過図 

震央分布図（1923 年８月１日～2010 年１月 31 日、

深さ０～90km、M≧5.0） 

 2010 年１月 25日 16 時 15 分に大隅半島

東方沖の深さ 49km で M5.4 の地震（最大震

度４）が発生した。今回の地震の発震機構

（CMT 解）はフィリピン海プレートの沈み

込む方向に張力軸を持つ型で、フィリピン

海プレート内部で発生した地震と考えら

れる。余震活動はおさまっている。 

今回の地震の震央付近（領域ａ）で M5.0

以上の地震が発生したのは、2000 年８月

３日の M5.3 の地震（最大震度３）以来で

ある。 

震央分布図 

（1997年10月１日～2010年１月31日、深さ０～200km、M≧2.0）
2010年1月以降の地震を濃く表示、発震機構はＣＭＴ解 

 領域内ｂの断面図（Ａ－Ｂ投影）
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